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1986年 6月 に伊豆大島の沿岸で 1個体のサケ科魚

類が採集された。黒潮流域である同島沿岸で寒流系の

サケ科魚類が採集されることはまれなので,こ の個体

の形態および採集時の海洋環境について記録した。

採集場所と調査方法

伊豆大島は伊豆諸島最北部の島で,お おむね北緯

34度 41～ 48分,東経 139度 21～ 27分 に位置する。

今回のサケ科魚類は,同島南東部に位置する筆島付近

の水深約 21mに 設置された小型定置網 (図 1)におい

て 1986年 6月 3日 に採集された。
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標本は生鮮状態で,東京都島しょ農林水産総合セン

ター大島事業所 (当時の名称は東京都水産試験場大島

分場)に搬入され,カ ラー写真によって体色と斑紋を記

録したのちにホルマリン lo倍希釈液中に保存された。

標本は,表 lに 示した 18涸1定部位および H計数部
位について調査した。計測法は主として寺尾 (1970)

および Hubbs and Lagler(1970)に したがった。鰭条

数は主鰭条数を数えた。脊椎骨後端については,尾鰭

椎前椎骨とその後方にある 2個の尾鰭椎を,あ わせて

1個の脊椎骨として数えた。また,野村 (1953,1954)

にしたがい,口腔内上顎における鋤骨部隆起と口蓋骨

部隆起の配置およびこれらの骨上の歯の配列を調べ

た。背鰭と脂鰭の間の側線の上下 3列 より lo枚 を採

鱗し検鏡観察した。このほか胃内容物および生殖腺に

ついても調査した。

結 果

標本各部の測定値と計数値を表 1に示した。採集魚

の標準体長は 322 6mm,体重は 475gであった。頭部

は側扁し,頭頂部は膨出していた。また,生鮮時の体

色と斑紋は以下のようであった (図 2)。

頭部から尾柄にかけての背部は暗青灰色で,体側お

よび腹面は銀白色であった。体側にいわゆるパーマー

クは認められなかった。胸鰭上方の体側には,体軸と

垂直方向に走る細長い暗色雲状斑紋が認められた。ま

た胸鰭後端から尾柄にかけての体側には,瞳孔径～眼

径と略同大の不明瞭な斑点が 10個程度散在していた。

体部および各鰭には,上記以外の特徴的な斑紋は認め
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表1 伊丁大島海域で採集されたサケ科魚類の計測値と既往文献の比較。標準体長は実測値。それ以外の測定部位の数値は,標準体
長に対する割合 (%)

本,1 細谷 (2000) 沼知ら (1979)

魚種

調査標本数

標準体長 (mm)

体高

尾柄高

背鰭位置長

腹鰭位置長

臀鰭位置長

背鰭基底長

臀鰭基底長

背鰭最長軟条長

III鰭最長軟条長

腹鰭最長軟条長

臀鰭最長軟条長

頭長

頭高

吻長

両眼間隔

眼高長

上顎長

背鰭軟条数

胸鰭軟条数

腹鰭軟条数

臀鰭軟条数

側線鱗数

側線上方横列鱗数

側線下方横列鱗数

鰍条骨数

鯉把数

幽門垂数

脊椎骨数

不 明

1

3226

231

84

487

563

718

H9

117

142

166

121

95

260

174

71

86

32

12.7

14

15

10

16

163

34

31

11

13+18=31

180

36+23=59

13-19

125-153

16-19

150-240

マ スノスケ

1()-15

1319

130-165

13-19

16-28

127-170

67-75

シロマス *

12

383-525

21.7-268

66-105

20.6-261

47-57

7.6-104

38-45

67-126

13-15

14-16

9-11

15-17

138-194

22‐37

23-33

10-15

26-34

103-163

65-70

サケ     カラフ トマス

10-16          12-18

ll-16          11-12

19-21             26-32

121-246            90-190

59-71              69-71

*カ ラフトマスとサケの雑種 F,と 推定される個体

図2 伊豆人島海域で採集されたサケ科魚類 (標準体長322 6mm)の 外部形態
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られなかった。

胸鰭は全体的に暗色を帯びていた。腹鰭と臀鰭は乳

白色で,一部が淡い暗色を帯びていた。尾鰭はおおむ

ね暗青灰色であり,尾鰭条の基部から 1/3程 度まで達

する銀自色の放射条線が認められた。脂鰭基部は暗

色で,先端にいくにしたがって乳自色となった。口腔

内の上顎は乳白色であったが,下顎は暗色を帯びてい

た。

日腔内の上顎における鋤骨部隆起および口蓋骨部隆

起の前端は離れ,野村 (1953,1954)の いう「小J字

形を示していた。鋤骨部隆起前端の約 1/3は ,日 蓋骨

部隆起前端よりも前方に突出していた。鋤骨歯上には

9本の歯が,鋤骨前端から眼宙の前縁より約 1/4の 部

位まで不規則に 2列生えていた。左右の日蓋骨上には

それぞれ 9本の歯が,日蓋骨前端から眼寓の前縁より

約 1/3の部位まで 1列に生えていた。

鱗は略楕円形で,中心から3～ 4本が円を描いてい

た。中心部周辺で隆起線の間隔が密になったいわゆる

河川帯は認められなかった。被覆部と露出部の境界に

は網目状帯が認められた。中心から縁辺部への 2/3付

近には,隆起線の間隔が密になった部分が lヶ 所認め

られ,その内側の隆起線数は 15～ 17本 ,その外側の

隆起線数は 9～ lo本であった (図 3)。

胃内容物は,原形をとどめない若干の融解物であ

り,判別はできなかった。肉眼により生殖腺を観察し

た結果,外観は半透明な淡褐色で卵粒が認められな

かったことから性別は雄と判定された。生殖腺重量

は 13gで、生殖腺成熟度指数 (生殖腺重量/体重×

100)は 027で あった。

採集日である 1986年 6月 3日 の採集場所付近におけ

る表層水温は 174℃ ,平年差 -29℃ で,同 日の過去 38

年間を通じての最低水温であった。

考 察

細谷 (2000)|こ したがって,日 本列島周辺に生膚、す

るサケ科魚類を対象に今回の標本を検索したところ,

以下のような結果が得られた。

本標本は頭部が側扁し,頭頂部が膨出していた。こ

のため,頭頂部が平らであるイトウ属には該当しな

かった。また本標本では,上顎の鋤骨部と口蓋骨部

の隆起配置が「小」字形を示した。これはニジマス

0″οοr/71・″ε″″s″ ッ々おsを 除 くサケ属魚類の特徴であっ

た。

本標本の側線鱗数は 163枚であり,上述のニジマス

を除くサケ属魚類のうち,これに該当するのはカラフ

トマス 0″εO蒻ソ″ε″2r9gο rbぉ c力αおよびマスノスケ 0
rsc″αりな

`力
αの 2種であった。さらに鰍把数は 31本

で,マスノスケの鯉把数 16～ 28本には該当せず,カ

ラフトマスの 26～ 32本の範囲内にあった。またマス

ノスケの鱗では,中心付近にいわゆる河川帯が認めら

れるが,カ ラフトマスではこれが認められない (Hik■a

1962)。 今同の標本においても河川帯は認められなかっ

た (図 3)。 その他の計数的特徴もおおむね細谷 (2000)

の示したカラフトマスの範囲内にあったが,脊椎骨数

は 59個 で,カ ラフトマスの 69～ 71の 範囲内にはな

かった (表 1)。

また今回の標本では,胸鰭後端から尾柄にかけての

体側に,瞳孔径～眼径と略同大の不明瞭な斑点が 10

個ほど認められた。しかし,カ ラフトマスの特徴であ

る,体側および尾鰭に多数散在する明瞭な暗色斑点は

認められなかった。一方,カ ラフトマスの尾鰭にはみ

られない銀白色の放射条線が認められた (図 2)。 し

たがって,本標本はカラフトマスではないと考えられ

た。

北西太平洋のさけ 。ます漁場では,カ ラフトマス

とサケ 0たθ′αの外部形態をあわせ持つ通称「シロマ

スJの漁獲されることが知られている (長洞・岩切

1976)。 沼知ら (1979)は,こ のシロマスの形態およ

びアイソザイムを調査し,こ れらはカラフトマスとサ

ケの雑種がさらにカラフトマスと戻し交配した後代個

体であると推定している。またその起源は, ロシアで

放流された人工交雑魚あるいは自然交雑魚の可能性が

あるとしている。一方,SimOn and Noblc(1968)は カ図3 伊豆大島海域で採集されたサケ科魚類の鱗相
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ラフトマスとサケの人工交雑を F,世代まで行い,こ

れらが生残することを明らかにするとともに形態等に

ついて記載している。今回の標本では,尾鰭の銀白色

放射条線が,サケほど顕著ではないものの,認められ

た。また,カ ラフトマスの体側や尾鰭にある明瞭な暗

色llf点 は認められなかった (図 2)。 これらの特徴は,

長洞・岩切 (1976),沼 知ら (1979)の示したシロマ

ス,あ るいは Simon and Noblc(1968)の 示したカラフ

トマスとサケの人 1:交雑 F。 魚の外部形態に類4以 した。

しかし一方で,la/」 長,1艮宙長,上顎長,幽 Fi垂数,脊椎

骨数の 5形質ではシロマスとの一致がみられなかった

(表 i)。

したがって今回の標本では,いわゆるシロマス,あ る

いはカラフトマスとサケの人工交雑 F,魚 の特徴に類

似する形質も認められたが,そ うでない形質もあり,

魚種の半J別 にはいたいなかった。

なお,本標本の生殖腺成熟度指数は 027で あり,沿

岸域で採集されるサケの同指数の平均fl1 5 5～ 58(清

水・野村 1986)と 比較すると,著 しく低かった。

本標本採集日の表サ1水温は 174℃ ,平年差 -29℃ で,

同 Hの過去 38年間を通じての最低水温であった。さ

らに同年の当該月は,伊豆諸島北部海域から房総沿岸

域にかけて広 く冷水域におおわれた状 ilLが続いてお

り,サケ科魚類を含む北方系の水生生物が来遊しやす

い環境下にあったと考えられる。

わが卜1沿岸における,サケおよびカラフトマスの分

布南限は,前者が千葉県の銚子,後者が宮城県とされ

ている (井田 1984)。 また,い わゆるシロマスの採

集海域は,北海道以北の北西太平洋 llll辺 (長洞・岩

切 1976, 沼知ら 1979)お よびベーリング海 (阿部ら

2003)であつた。このほか,迷入個体と考えられるサ

ケやサクラマス 0″αsο″″αsO″ の採集が伊豆半島 (り‖

尻 1982,著 者不詳 1988,川 嶋 2000),高知県 (谷口・

木村 1982)な どで記録されている。以 11の事実より,

今「11の伊豆大島の採集魚も迷入個体であり,分布的に

みて希少な事例と思われた。

要 約

1986年 6月 に伊 豆大島沿岸で採集された 1個体の

サケ科魚類について調査した。形態学的特徴は,斑紋

や計数的形質などでサケとカラフトマスの交雑 F2魚

に類似する部分もあったが,類似 しない点も認めら

れ,魚種の判別にいたらなかった。また採集時の海況

は,例年に比べて著しく水温が低 く,広 く冷水域にお

おわれてサケ科魚類の来遊しやすい環境下にあった。

キーワード:サ ケ科魚類,伊豆大島,交雑魚,冷水域
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